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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・インフルエンザ注意報が発令されているため、感染予防を徹底すること。利用者様で不調が有った場合はすぐにマスクの着用を促し、感染拡大予防に努めること。インフルエンザに罹患した場合は、発熱後5日間・解熱後2日間は出勤・通所をしないこと。
・個人情報に関するアンケートが小嶋SGMより各自に送信されているので、1/23（火）までに記入し返信すること。

・2月プログラムテキストの提出は1/19（金）17：00まで。

・工藤弘美さんは1/18（木）まで欠勤となるので、プログラム提出準備はプログラム担当者で行っていくこと。
・佐々木常夫様のデイケア利用が早めに開始できるように準備を進めていくこと。

・磯島貴広様本日体験利用。

1/28（日）退院、訪問看護：1/W（曜日未定）、デイケア：4/W（曜日未定）

　退院後の生活の場はどこになるのか等必要な情報を確認する必要がある。

・小嶋SGMが1/22（月）午前半休となる。
［研修］
・1/　17　第8回院内研修

・1/22　看護グループ内研修（対象：介護新人・初級スタッフ）
・2/11　発達障害に関する研修：申し込みは各自で行うこと
＜利用者様情報＞
デイケア

・駒木　洋士　様～来所後、薬の空包をスタッフに見せに来ている。16日は寝る前の薬を飲まずに就寝したとのことで、「今度これ（外来に）持っていく」と16日の就寝前薬を手帳に挟んでいる。確認終了後、スタッフに美味しいカレー屋の話をしており、その後もスタッフやメンバーにも話しかけがあり、やや多弁な様子が窺える。関係機関からの情報で、週末等に他者を誘って出かけているという情報があるため、その点について確認をすると、誘ってはいないが夜20：30頃に電話していることを話しており、相手が疲れている可能性もあるため、用事がない時は配慮をするために電話を控えるように助言をすると、「そうですね」と話している。最近、多弁気味な様子が続いており、躁的な状態であると考えられるため、言動に注意し、自覚を持つことができるように関わっていく。
・磯島　貴広　様～本日体験利用をしている。久しぶりのデイケア来所であり「前にも来ていたんで大丈夫です」と話し緊張感や不安は特にないと話している。以前デイケアで一緒だった利用者と会話し、プログラムにも参加して過ごしている。退院後は自宅に戻る予定であり、関係が悪化している兄弟は本人が入院中に県外で仕事をする予定であり、母様と2人暮らしになる予定と話している。
・佐々木　常夫様～昨日13時に来所し体験利用している。自主活動での様子はメンバーに喫煙時間を聞いて、時間になるまで座って待っている。プログラムでは発言することはないが、途中退席することなく落ち着いて参加している。本日の体験利用の感想を聞くと、「特に何も」と表情暗く返答。今後正式利用を考えているのであれば、体験利用を繰り返し行い慣れていくよう促し、明日13：00から体験利用を行うこととしている。
・松倉　健一　様～来所時間になっても来所せず、自宅へ電話すると、今から家を出てデイケアに行くと話している。12：30になっても来所しないため再度自宅へ電話すると、今から出ますと話している。13時にも来所していない。
・笹目子　誠　様～診察後来所している。午前のプログラムでは、パズルを希望し、集中して取り組んでいる。利用は月に1回となっているため、生活状況や目標の確認を行い、利用回数が増やせるようにかかわっていく。
・佐々木　理佳様～久しぶりの来所となっており、表情も良い。体調については「良いです」と話しており、服薬状況については「飲んでます」と話している。外来からの情報によると、睡眠薬以外服用していなかったとのことで、その点について確認すると、「なんかまずいかなと思って2、3日前から飲み始めました」と話している。怠薬が入院の契機になる事が多いことを振り返り、今回服薬を開始したことを評価している。就労については、親からの説得もあり、就労継続支援A型などの施設利用を考えていると話している。定期的な通院や確実な服薬が就労には必須条件であることを再度伝えている。
デイナイトケア
・佐藤　ミツ子様～昨日、食事当番だが、「味噌汁が作れない。作ったことがない」と話しているため、青風荘スタッフが一緒に作っている（実際には何度も作っている）。今後は、味噌汁は青風荘スタッフが来てから一緒に作ることとし、それまでの時間は食器の準備などを行うこととした。
・奥山　以依子様～昨日の夕方にテーブルに伏せており、眠気を訴えていたが、本日のデイナイトケアでは午前の座学プログラムで居眠りが見られており、午後もテーブルに伏せて、眠気を訴えている。睡眠については「夜はぼーっとしていて、寝れないんです」と話している。夜に睡眠をとり、体を休めることが大切であることを説明すると頷いている。上記内容を青風荘に情報提供し、睡眠状況を観察していく。
・大下　良悦　様～青風荘より情報提供あり、昨日のリネン交換のことに対して気にしている様子があるとのこと。午後より落ち着かない様子が窺え、昼食のメニューやストーブ、テレビのチャンネル等を気にし、話しを掛けることが頻回にあり、声を掛けると「大丈夫です」「なにもないですよ」と早口で答えている。夕食の準備をスタッフと一緒に行っている特定利用者（佐藤ミツ子様）に対して、「もっと早くやらないと間に合わない、時間かかるんだから」と口調強く話す為、介入している。上記内容を青風荘に情報提供し、今後も様子を観察していく。
・千葉　輝夫　様～昼食後、口腔ケアの促しをすると歯磨き粉を割り箸に付けようとしており介入している。声を掛けられると「なにすればいいんだっけ？」と話す為、スタッフが歯ブラシに歯磨き粉を付けて手渡している。上記内容を息子様に情報提供し、今後も様子を観察していく。
ナイトケア
・八木橋　牧雄様～昨日普段通り来所しており、スタッフと表情穏やかに交流しながら過ごしている。不調を訴えることやバイタルサインの異常はなく、時間が経過しても状態に変化はない。明日八戸赤十字病院を受診すると報告しており、受診を気にしている様子はなく、「何回か行ったことあるから大丈夫だ」と淡々と話している。気になる事は伝え、しっかり診てもらうよう促し、結果はナイトケアにて教えて欲しいことを伝えると「わかった」と話している。

＜勉強会＞
・今までの勉強会の内容⇒精神疾患の病状や基礎知識、関わり方について

・今後の勉強会について
　⇒プログラムの進め方について
　　利用者主体で行うとすればどのような内容がよいのか、講義のみではなく、実践的に
行うためにはどうすればよいのか
　⇒再発予防のSSTで、テーマが出て来ない
　⇒社会資源について・・・就労施設の種類等
　⇒通所リハビリテーションにおける多職種の役割はどのようになっているか
